










We investigate relation between Accounting Information Systems and Wikinomics by 
















































































     １．帳簿管理機能 
 
     ２．会計報告機能 
 
     ３、予算編成機能 
 





     ５．環境会計機能 
 























































































































































テムであり、以下に述べる 4 つの属性と3 つのメカニズムを持つシステムである。4 つの属性と
は、 
     
    １．.集合的特性 
 
    ２．非線形性 
 
    ３．.流れ 
 
    ４．多様性 
 
であり、3つのメカニズムとは、 
    １．標識化 
 
    ２．内部モデル 
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            （a 1,a 2,-------,a 1,-----------,a L） 


































       ｛（a,b）|a∈S1,ｂ∈S2｝ 
         a={a1,a2,-------,a M} 
b={b1,b2,-------,b N} 




































    格子の次元をｄとする。時刻ｔは非負の整数、位置 i=(i1, i2,----, id)の座標は整数とする。
それぞれのセルは 0 からM-1までのM個の状態のうち一つをとる。位置 i のセルの時
刻ｔでの状態をaｔiで表す。位置 iのセルの次の時刻ｔでの状態aｔ+1iはセルの近傍 
i+r1,------------------------------------- , i+rn 
        のセルの状態の関数として定められる。 
 
aｔ+1i=f (aｔi+r 1,------------------- aｔi+r n) 












 クリストファー･ラングトンは、質的に分類された 1 次元セルオートマトンを考察するために




    セルが取りうるｋ種類の状態の任意の一状態を選択し、それを｢静状態｣とよぶ。遷移規
則において、ｎｑ個の遷移がこの静状態になる時、λパラメータを次のように定義する。 
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